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市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
風
力
発
電
の
方
向
性�

�

質
　
能
代
港
に
27
基
目
と
28
基
目
の
風
車
が
完
成
。
ま
す
ま

す
ふ
え
て
い
く
風
力
発
電
で
、
市
は
何
を
目
指
す
の
か
。
エ

ネ
ル
コ
ン
社
工
場
誘
致
、
近
隣
市
町
や
県
と
の
協
力
体
制
が

必
要
。
話
し
合
い
は
あ
る
の
か
。�

�

答
　
地
域
資
源
を
活
用
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

産
業
戦
略
と
し
て
、
「
能
代
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。
今
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
先

進
地
化
や
産
業
の
創
出
・
活
性
化
、
災
害
時
の
活
用
等
に
取

り
組
み
た
い
。
ま
た
、
圏
域
全
体
の
連
携
の
た
め
、
市
で
立

ち
上
げ
た
研
究
会
に
、
県
や
近
隣
３
町
か
ら
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
る
。�

��

高
齢
化
社
会
の
自
然
災
害
、市
の
今
後
の
対
策
は�

�

質
　
豪
雨
災
害
被
害
特
定
地
域
、
悪
土
川
と
鍋
良
子
川
の
対

策
は
。
苦
情
も
多
か
っ
た
昨
シ
ー
ズ
ン
、
３
年
連
続
で
寒
く

て
豪
雪
と
予
想
さ
れ
る
今
冬
の
市
の
除
排
雪
（
雪
寄
せ
雪
捨

て
等
）
の
対
策
は
。
　�

�

答
　
悪
土
川
に
つ
い
て
は
、
県
で
住
宅
の
防
水
壁
の
改
良
や

護
岸
の
か
さ
上
げ
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
鍋
良
子
川
は
、

土
盛
り
に
よ
り
河
岸
を
強
固
に
す
る
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事

を
26
年
３
月
ま
で
に
行
う
。
ま
た
、
除
排
雪
に
つ
い
て
は
、

除
雪
車
を
２
台
更
新
し
た
ほ
か
、
当
初
か
ら
雪
捨
て
場
と
し

て
能
代
工
業
団
地
内
や
旧
天
神
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

を
開
設
す
る
。�

�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

〇
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
調
査
と
補
修�

〇
イ
オ
ン
と
中
心
市
街
地
活
性
化
の
両
立�

〇
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち�

畠

　

貞
一
郎

�

市

民

連

合�

公
共
事
業
の
安
全
管
理
と
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化�

�

質
　
矢
島
町
で
11
月
21
日
に
起
き
た
土
砂
崩
れ
で
、
安
全
管

理
対
策
の
ほ
か
、
発
注
時
期
等
の
問
題
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
市
と
し
て
、
今
後
、
公
共
事
業
の
安

全
対
策
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。�

�

答
　
土
木
工
事
共
通
仕
様
書
に
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
等
の

関
係
法
令
や
工
事
中
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
指
針
等
に
よ

り
、
防
災
体
制
の
確
立
等
の
定
め
が
あ
る
。
受
注
者
は
こ
れ

に
基
づ
き
施
工
計
画
書
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
安
全
確

保
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
市
で
は
提
出
さ
れ
た
計

画
書
に
つ
い
て
確
認
や
指
導
を
行
い
工
事
中
の
安
全
確
保
に

努
め
て
い
る
。�

��
中
心
市
街
地
活
性
化
と
旧
北
高
跡
地
利
活
用�

�
質
　
旧
北
高
跡
地
は
中
心
市
街
地
活
性
化
の
最
後
の
と
り
で

で
あ
り
、
利
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
現
在
、
工
事
中
だ
が
、
医
師
会

病
院
の
移
転
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。�

�

答
　
旧
北
高
跡
地
は
、
市
街
地
中
心
部
の
貴
重
な
公
用
地
で

あ
り
、
そ
の
利
活
用
が
活
性
化
の
大
き
な
鍵
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
同
跡
地
は
中
心
市
街
地
活
性
化
重
点
区
域
内
に
あ
り
、

商
店
街
に
も
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
方
面
の
意
見
等

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
せ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。
な
お
、
医

師
会
病
院
は
増
改
築
工
事
中
で
あ
り
、
移
転
は
不
可
能
と
考

え
る
。�

�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

〇
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
可
能
性�

〇
県
の
結
婚
支
援
策
と
市
の
計
画
は�

〇
齊
藤
し
げ
の
ぶ
市
長
の
政
治
姿
勢�

小

林

秀

彦

�

日
本
共
産
党�

米
の
生
産
調
整
の
廃
止�

�

質
　
政
府
は
米
の
生
産
調
整
の
廃
止
に
踏
み
出
し
て
い
る
。

農
村
の
現
場
か
ら
は
「
米
価
が
暴
落
し
、
地
域
農
業
が
崩
壊

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
が
広
が
っ
て
い

る
。
今
後
の
対
策
は
。�

�

答
　
市
で
は
、
全
国
市
長
会
経
済
委
員
会
が
、
農
林
水
産
副

大
臣
に
要
請
し
た
「
新
た
な
農
業
政
策
に
関
す
る
意
見
」
に

あ
る
事
項
に
つ
い
て
、
全
国
市
長
会
や
秋
田
県
市
長
会
と
連

携
し
、
強
く
要
請
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
国
の
政
策
転
換

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
農
業
の
特
徴
を
生
か
す

施
策
を
充
実
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
や
関
係
機
関
と
対
策
を
検
討

し
た
い
。�

��

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化�

�

質
　
小
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
よ
り
、
子
育
て

家
庭
の
経
済
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
保
護
者
か
ら
も
大
変
喜
ば

れ
て
い
る
。
今
度
は
さ
ら
に
対
象
年
齢
を
広
げ
、
中
学
校
卒

業
ま
で
で
き
な
い
か
。�

�

答
　
見
直
さ
れ
た
県
の
福
祉
医
療
制
度
を
活
用
し
、
市
で
は
、

平
成
24
年
８
月
診
療
分
か
ら
助
成
対
象
を
未
就
学
児
か
ら
小

学
校
卒
業
ま
で
に
拡
大
し
た
ほ
か
、
所
得
制
限
基
準
の
引
き

上
げ
な
ど
制
度
の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
。
現
行
制
度
を
中
学

校
卒
業
ま
で
拡
大
し
た
場
合
、
新
た
に
２
１
０
０
万
円
の
財

源
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
困
難
と
考
え
て

い
る
。�

�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

〇
大
型
七
夕�

〇
ア
オ
サ
ダ
被
服
事
業
停
止
へ
の
市
の
対
応�

〇
鶴
形
地
内
の
水
路
の
整
備�


